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【新年のご挨拶】

街を歩いていると、年賀状のサンプルを配っているのを目にし

た。挨拶の文面には多種多様なものがある。あけましておめでと

う、謹賀新年、賀正、迎春、といった具合。英語でA Happy

New Yearというのもある。ここ数年来、私が個人的に気に入っ

て使っているのは中国式の「祝イ尓新年愉快」というもので、何と

言っても「愉快」というのがよい。ぜひ1996年も愉快に暮らし

ましょう！

ところで、年賀状というのは誰が考案したものなのだろうか。

年末の郵便局の臨戦態勢を見ても、この時期のハガキの物量は相

当なものだろうと思う。バレンタインデーのチョコレートには明確

な仕掛人がいるらしいが、それに比べても年賀状は国民的な定着

の度合いがすごい。

【10年前の電子クリスマスカード】

ちょうど10年前の1985年の歳末の頃、私はNTT研究所のミ

ニコンピュータと格闘していた。仲間はそのコンピュータ（nttlab

という名前）の管理者の野島久雄氏、それから新年早々に米国

スタンフォード大学に行く予定の奥乃博氏であった。正確に言う

と、格闘していた対象はコンピュータ自体ではなくて、その上の

uucpというプログラムである。それを使って、何とか日米間で電

子メールの交換を実現しようとしていたのだ。

uucpというのはunix to unix copy という意味で、cpという

のはunixの符丁でコピーのことである。簡単に言うと2つのunix

マシンの間で電子メールやニュースを交換（つまりファイルのコピ

ー）するための仕組みである。それには電話回線とモデムを使う。

uucpは現在ではいささか古色じみてしまったが、1985年当時は

これが最先端であった。なにしろJUNETという国内のネットワー

クが発足したのが1984年で、そのJUNETは当時全面的にuucp

を使用していたのである。

さて、奥乃博氏はスタンフォード大学で世話になる予定の教授

たちに電子メールでクリスマスカードを送った。いや正確に言う

と、その数通のメールはnttlabまでは研究所内のLANで無事に配

送されたのだが、その先のnttlabからスタンフォード大学への

uucpがまるで不調であった。だから、奥乃氏のメールは国内に留

まったままで結局年を越してしまったのである。

【今となっては昔話】

JUNETと米国との接続はKDD研究所が先行して活躍してい

た。我々は多くの人々のアドバイスを受けていろいろな工夫を重

ね、モデムも当時入手可能なものを次々に試したが、それでも事

態は改善されなかった。その原因はお正月になってから判明した。

スタンフォード大学の近辺の市内電話の品質が問題だったのであ

る。これは、uucpが走行する様子をモニターすれば画面でも一目

瞭然であったが、1985年の大晦日までには一体どこでノイズが乗

るのか、さっぱりわからなかった。

私たちは1986年に入ってから、スタンフォード大学との間で

X.25（ディジタルパケット通信）を使うことによって、上の問題

は解決した。もっとも、のちにスタンフォード大学の構内電話の

設備が一新されてから、現地の電話回線の品質も相当に向上し

ている。私たちの経験は本当の昔話になってしまった。ただし、

スタンフォード大学側で協力してくれたMark Crispin氏とは、そ

の後も親交が続いている。彼は日本語を勉強した「成果」として

宛名を漢字で書いた年賀状を送ってくれる。これは新春の愉快な

話題である。

昔話を続けると、1987年にNTT研究所は米国CSNETに接続

し、1988年8月にはCSNETと私たちの研究所のネットワークと

の間で、TCP/IPによる接続にも成功した。この時には、村上健

一郎氏がCSNETおよびCISCO社の協力を得てルーターの調整を

行ったのである。ここに至るまでが私たちの「ネットワーク事始

め」であった。

Into my Packet

後藤滋樹の新・社会楽
第13回「新年愉快」

後藤滋樹（goto@ntt-20.ntt.jp）
●日本電信電話株式会社

ソフトウェア研究所
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1987年10月23日にCSNETへの

接続が行われた。当時は日本国内

では、ntt-20.ntt.junetというドメ

イン名が使われており、米国からは、

ntt-20.ntt.jpとして見えるように登

録した。
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